
28公埼理第268号 

平成28年9月9日 

会員各位 

公益社団法人埼玉県理学療法士会 

会長 清宮 清美 

職能局長 岡持 利亘 

医療保険部長 海老澤 玲 

（公文書番号にて公印略） 

 

平成28年度 医療保険部 地域医療ネットワーク研修会 

 （急性期と回復期病院の連携におけるディスカッション）についてのご案内 

 

拝啓  会員の皆様におかれましては益々ご活躍のことと存じます。 

さて、標記の件につき下記の内容にて研修会を開催いたします。平成28年診療報酬改定では

「初期・早期加算の見直し」や「回復期病棟のADLアウトカムの提出」など、リハビリテーション

の効率化と質の向上がより一層求められることとなりました。急性期、回復期を経て、生活期へと

我々が切れ目のない円滑なリハビリテーションを提供するため、施設間での連携の必要性が説かれ

てはおりますが、まだまだ連携に難渋している施設や理学療法士の方も多くいらっしゃるのではな

いでしょうか？今回は、理学療法を取り巻く時代の変遷を振り返り、ディスカッションを通して、

現状の連携の在り方を再検討する場を皆さまと共有できればと考えております。 

職場の皆様に周知頂き、より多くの方にご参加いただけますようお願い申し上げます。 

 

敬具 

記 

 

1. 研修会名：地域医療ネットワーク研修会 

(急性期と回復期病院の連携におけるディスカッション) 

2. テ ー マ：～壊そう急性期と回復期の壁～ 

3. 日   時：平成28年11月２日（水）19:00〜21:00（受付18:30〜） 

4. 場  所：大宮ソニックシティ 9階 905会議室 

（〒330-8669 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5） 

5. 内  容：情報提供「急性期と回復期病院の連携における課題」 

                      講師：武蔵嵐山病院 矢吹 理子 氏 

     ディスカッション①「急性期から回復期において切れ目なくリハビリを 

提供するために必要な連携について」 

     ディスカッション②「連携に関する課題の解決策(模擬症例検討)」 

6. 対  象：理学療法士 

7. 定  員：３0名程度 

8. 参 加 費：埼玉県士会員は無料、他都道府県士会は1,000円、非会員は5,000円  

 

 



9. 申し込み方法： 

(公社)埼玉県理学療法士会ホームページ(http://www.saitama-pt.or.jp/)の講習会・研修会一

覧から「地域医療ネットワーク研修会（急性期と回復期病院の連携におけるディスカッショ

ン）」を選択し、申込フォームからお申し込みください。 

10.申し込み期間：平成２８年９月12日（月） ～ 平成２８年10月３１日（月）  

 ※申し込み後に自動返信メールが届きます。返信がない場合はメールアドレスの登録等に 

 ※不備があったと思われます。お手数ですが、再度お申し込みをお願いいたします。 

 ※早期に受付を終了する場合があります。 

 ※申込多数の場合は、当会会員を優先とさせていただきます。 

11.お問い合わせ先： 

  （公社）埼玉県理学療法士会医療保険部事務係（e-mail：rehabili@saitamakinen-h.or.jp） 

  ※件名に「地域医療ネットワーク研修会（急性期と回復期病院の連携におけるディスカッショ

ン）」と明記してください。 

  ※件名のない場合、迷惑メールとして処理される仕様になっております 

 

以上 

交通案内 

 


